
新型コロナが収まらない中で
３つの行事を行った



















































  

美
濃
加
茂
市
の
川
柳
家
・
東
野
大
八
さ
ん
か
ら
川
柳
の

お
話
を
伺
っ
て
い
る
時
で
あ
っ
た
。「
黒
野
君
、
鶴
彬
は

川
柳
界
の
宝
物
、
宝
石
だ
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
ん

な
大
八
さ
ん
か
ら
鶴
彬(
本
名
・
喜
多
一
二)

の
本
を
お

借
り
し
て
一
読
す
る
と
、
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
た
。

　  

戦
時
色
の
濃
い
時
代
に
こ
の
よ
う
な
句
を
旬
作
し
て
い

た
川
柳
作
家
が
い
た
と
は
、
ま
さ
に
驚
き
で
あ
っ
た
。
大

八
さ
ん
は
折
々
に
、
川
柳
の
社
会
的
評
価
、
位
置
を
せ

め
て
俳
句
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ 

て

い
た
。
私
も
そ
れ
ま
で
漠
然
と
、
川
柳
を
俳
句
と
比
べ

て
低
く
見
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
鶴
彬
と
の
出
会

い
は
、
私
の
そ
ん
な
勝
手
な
固
定
観
念
を
一
変
さ
せ
た
。

５
・
７
・
５
を
詩
人
の
一
人
と
し
て
た
し
な
む
私
の
視
線

が
、
鶴
彬
の
存
在
を
知
っ
た
こ
と
で
川
柳
の
方
へ
と
傾
い

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

  

か
ね
て
か
ら
の
念
願
で
あ
っ
た
鶴
彬
の
生
ま
れ
育
っ

た
石
川
県
高
松
町(

現
か
ほ
く
市)

を
訪
ね
た
の
は
こ

の
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
地
で
事
前
に
教
育
委
員
会

か
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
「
鶴
彬
を
頭
彰
す
る
会
」

の
小
山
広
助
さ
ん
、
遠
田
勝
良
さ
ん
の
お
二
人
と
待
ち

合
わ
せ
、
最
初
に
訪
ね
た
の
は
高
松
歴
史
公
園
に
あ
る

句
碑
で
あ
っ
た
。
当
時
の
国
家
に
反
し
、
非
戦
の
姿
勢

を
曲
げ
ず
、己
の
信
念
を
貫
き
通
し
た
鶴
彬
の
生
涯
は
、

現
在
で
は
高
松
町
の
誇
り
な
の
で
あ
ろ
う
。

  

次
い
で
鶴
彬
の
墓
碑
、
句
碑
が
あ
る
浄
専
寺
へ
。
鶴

彬
は
治
安
維
持
法
で
２
度
拘
束
さ
れ
、
１
９
３
８(

昭

和
13)

年
９
月
１
日
に
赤
痢
と
な
っ
て
死
去(

赤
痢
菌

を
投
与
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る)

、
そ
の
遺
骨
は
当

時
盛
岡
に
住
ん
で
い
た
鶴
彬
の
兄
・
喜
多
孝
雄
が
引
き

取
り
、
盛
岡
市
の
光
照
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
２
０
１
８

(

平
成
30
年
に
そ
の
一
部
が
分
骨
さ
れ
て
浄
専
寺
に
墓

碑
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

  

続
い
て
鶴
彬
の
養
子
先
・
喜
多
義
教
さ
ん
宅
に
あ
る

句
碑
、
た
か
ま
つ
ま
ち
か
ど
交
流
館
の
鶴
彬
資
料
室
を

見
学
す
る
。
鶴
彬
は
１
９
０
８
（
明
治
41)

年
12
月
末
、

石
川
県
の
高
松
町
に
生
ま
れ
る
が
、
戸
籍
上
は
翌
年
１

月
１
日
生
ま
れ
と
な
っ
て
い
る
。
上
京
し
て
自
由
労
働

者
と
し
て
働
き
な
が
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
川
柳
の
道
を
一

歩
み
、「
僕
は
む
し
ろ
頭
脳
で
考
え
る
よ
り
も
胃
袋
で
直

観
し
た
の
で
あ
る
」
と
語
り
、
川
柳
を
武
器
に
庶
民
の

立
場
で
社
会
を
見
つ
め
よ
う
と
し
た
。
小
林
多
喜
二
が

東
京
築
地
署
で
虐
殺
さ
れ
た
の
は
鶴
彬
24
歳
の
時
で
あ

る
。

　

帰
路
、
金
沢
市
・
卯
辰
山
公
園
に
あ
る
「

」
の
句
碑
を
見
る
。
ま
る
で
鶴
彬
自
身

を
詠
ん
だ
句
で
は
な
い
か
。
ま
さ
に
鶴
彬
は
川
柳
界
の

宝
物
、
宝
石
で
あ
る
。

　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

く
ろ
の
・
こ
う
き 

１
９
５
２
年
生
ま
れ
。

　

画
家
、
詩
人
、
地
方
史
研
究
家
。

　
「
く
ろ
の
美
術
教
室
」
運
営
、
詩
誌
「
き
き
り
ん
」
主

　

宰
。
大
八
文
庫
代
表
。
著
書
に
「
円
空
山
河
」「
岐
阜

　

の
岡
本
一
平
」「
播
隆
入
門
」
な
ど
。

 　
　

  

こ
の
本
、
獄
中
の
人
が
主
に
投
句
し
て
い
る
機
関
紙

の
川
柳
を
ま
と
め
た
も
の
（
乱 

鬼
龍
編
）。
救
援
連
絡

セ
ン
タ
ー
と
い
う
存
在
を
知
っ
た
の
は
１
９
８
０
年
代

の
終
わ
り
頃
だ
っ
た
。
７
０
年
安
保
だ
か
、
学
生
運
動

だ
か
で
、
逮
捕
者
が
た
く
さ
ん
出
て
、
彼
ら
を
救
済
す

る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
も
の
と
聞
い
た
。

  

「
川
柳
」
と
い
う
こ
と
で
、
編
集
の
手
伝
い
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
急
に
身
近
に
な
っ
た
。
新
橋
の
ひ
ど
い

サ
ン
デ
ー
コ
ラ
ム

　

非
戦
の
川
柳　

貫
き
通
し
た
鶴
彬

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

発
行
さ
れ
ま
し
た

「
救
援
川
柳
句
集
」

　
　

笠
原 

眞
弓
（
千
葉
県
）
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(

平
成
30)
年
に
そ
の
一
部
が
分
骨
さ
れ
て
浄
専
寺
に
墓

者
と
し
て
働
き
な
が
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
川
柳
の
道
を



臣
を
配
置
し
た
。

　

そ
の
内
閣
発
足
直
後
に
事
件
発
生
。
日
本
学
術
会
議

委
員
の
任
命
で
、
学
術
会
議
が
推
薦
し
た
６
名
の
任
命

を
拒
否
。
理
由
は
一
切
説
明
せ
ず
、

  

「
総
合
的
、
俯
瞰
的
に
判
断
し
た
」
と
言
う
だ
け
。
学

問
に
政
治
の
介
入
を
許
す
な
！

の
世
論
が
巻
き
起
こ

　

安
倍
総
理
が
退
陣
し
、
官
房

長
官
が
新
し
く
総
理
に
出
世
、

菅
総
理
が
誕
生
し
た
。

　

菅
総
理
は
組
閣
に
あ
た
り
、

安
倍
政
権
の
継
承
を
う
た
い
、

党
内
派
閥
か
ら
の
推
薦
で
各
大

り
、
官
邸
、
国
会
周
辺
で
は
連
日
続
く
「
騒
動
」
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

警
察
が
道
路
の
あ
ち
こ
ち
で
職
務
質
問
。
旗
や
プ
ラ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
軒
並
み
阻
止
さ
れ
、
一
般

市
民
も
簡
単
に
近
寄
れ
な
い
そ
う
だ
。
東
京
に
住
む
方

の
話
＝
「
若
い
警
察
官
の〝
職
質
〞の
練
習
を
や
っ
て
い

る　

ん
だ
よ
。

　

新
し
い
東
京
の
観
光
は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
は
な
く
、

官
邸
周
辺
や
経
産
省
前
の
反
原
発
テ
ン
ト
ひ
ろ
ば
へ
ど

う
ぞ
！
」
と
言
わ
れ
た
。

　

こ
の
テ
ン
ト
は
、
10
年
続
く
「
経
産
省
前
テ
ン
ト
ひ

ろ
ば
」
で
、
毎
日
の
よ
う
に
市
民
が
集
ま
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
乱 

鬼
龍
氏
の
ム
シ
ロ
旗
が
立
つ
。

10
月
17
日
に
は
、
中
曽
根
元
総
理
の
葬
儀
が
１
億
円

の
予
算
で
内
閣
と
自
民
党
合
同
葬
儀
。
異
様
な
雰
囲
気

で
行
わ
れ
、
こ
れ
も
戒
厳
的
警
備
で
行
わ
れ
た
。

　

か
よ
う
に
東
京
は
異
常
、
異
様
の
連
続
。
ど
れ
も
こ

れ
も
戦
後
最
悪
の
安
倍
長
期
政
権
と
そ
れ
を
継
承
す
る

菅
政
権
の
な
せ
る
と
こ
ろ
。

　

川
柳
の
世
界
で
は
、
今
年
は
井
上
剣
花
坊
生
誕

１
５
０
周
年
。
全
国
14
の
著
名
な
川
柳
結
社
の
代
表
が

選
者
と
な
る
大
が
か
り
な
誌
上
川
柳
大
会
が
開
催
さ
れ

る
。「
川
柳
人
社
」「
東
京
川
柳
会
」
が
共
同
主
催
す
る
。

　

 

（
渡
辺 

寛
＠
和
川
柳
社
・
周 

立
東
爺
）

※
写
真
は
、
ネ
ッ
ト
の
画
像
か
ら
。

東京が燃えている！ ビ
ル
も
お
な
じ
み
に
な
っ
た
。

句
は
、
な
か
な
か
こ
れ
が
面
白
い
。
ト
ッ
プ
の
句
が

● 

で
、
次
の
は
笑
っ
て
い
い
も
の
か
悩
む
が
、

● 

な
ん
だ
か
本
当
だ
ね
と
、
相
槌
打
っ
ち
ゃ
う
の
が
次

の
句
。

● 

〝
塀
の
あ
っ
ち
も
こ
っ
ち
も
変
わ
ら
ず
生
き
に
く
い
〞

と
い
う
句
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。

と
、
ま
ぁ
こ
ん
な
感
じ
で
、
あ
な
た
の
お
気
に
入
り

を
探
し
な
が
ら
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

●　

＠
５
０
０
円
＋
〒
７
６
円

●　

メ
ー
ル
で
も
注
文
可

k
y
u
e
n
2
0
1
3
@
g
m
a
il.c

o
m

●  fax:  0
3
-3
5
9
1
-3
5
8
3

● 　

住
所: 1

0
5
-0
0
0
4

　

港
区
新2

-8
-1
6
-3
5
8
3

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜




